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KIN ELMER Series II CHNS/O Analyzer 2400））
を用いた。また，陽イオン交換容量（Cation
 
Exchange Capacity，略記 CEC，単位 cmol?/kg），
交換性塩基（Exchangeable Ca??, Mg??, K?, and
 






















































































































TC 全炭素含量（％）；TN 全窒素含量（％）；Ｃ/Ｎ 炭素／窒素比（g/g）；CEC 陽イオン交換容量（cmol?/kg）；Ex.Ca 交換性カルシウム（cmol?/










































５)SPSS: SigmaStat 2.0 for Windows User’s
 
Manual,SPSS Inc.,Chicago,IL USA (1997)
Summary
 
Spatial variation in the chemical properties of a grassland soil was studied to obtain a basic understanding
 
of the effects caused by long-term,repeated applications of anaerobically digested cattle slurry,farmyard
 
manure, or chemical fertilizer. The grassland site is located at Rakuno Gakuen University, and was
 
established one year before the measurements began. After one year of application,some soil chemical
 
properties showed spatial variability. Quantities of exchangeable cations in the surface soils differed
 
among the different applied materials. A significant positive correlation was found between base satura-
tion and pH (H?O). Both base saturation and pH (H?O)in the chemical fertilizer plots were the lowest
 
among the four treatments. In order to confirm that these differences were caused by the different
 










無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 4.24 3.75 3.93 3.42 3.68 3.23 3.50 3.70 3.681 －
斜面上部 3.81 3.62 4.01 3.55 3.35 3.85 3.44 3.10 3.591 －
斜面中部 3.39 3.84 3.55 4.19 3.59 3.22 3.59 3.60 3.621 －
斜面下部 4.28 2.79 2.97 2.99 3.80 3.47 3.03 3.58 3.364 －
斜面最下部 3.97 3.25 3.02 2.98 4.13 4.25 3.22 3.32 3.518 －
平均値 3.938 3.450 3.496 3.426 3.710 3.604 3.356 3.460 3.5550
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表2 深さ7.5-12.5cmにおける全炭素含量（TC，％）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 3.34 3.51 3.33 2.99 2.56 2.91 3.18 3.00 3.103 －
斜面上部 3.01 3.43 3.31 3.07 3.07 2.96 3.05 2.83 3.091 －
斜面中部 2.84 3.41 2.68 2.85 2.70 3.24 3.12 2.97 2.976 －
斜面下部 3.15 2.75 2.41 2.90 3.01 3.05 2.80 2.78 2.856 －
斜面最下部 3.76 2.66 2.75 2.41 3.29 3.61 3.36 3.15 3.124 －
平均値 3.220 3.152 2.896 2.844 2.926 3.154 3.102 2.946 3.0300
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表3 深さ15-20cmにおける全炭素含量（TC，％）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 3.23 3.92 3.11 3.40 2.66 3.21 3.17 3.27 3.246 －
斜面上部 3.04 3.39 2.70 3.18 2.53 2.96 3.12 2.85 2.971 －
斜面中部 3.06 3.57 2.21 2.72 2.80 2.96 3.20 2.88 2.925 －
斜面下部 3.82 2.55 2.39 2.76 2.91 3.13 2.66 2.75 2.871 －
斜面最下部 3.60 2.89 2.71 2.58 2.78 3.47 3.23 3.18 3.055 －
平均値 3.350 3.264 2.624 2.928 2.736 3.146 3.076 2.986 3.0138
有意差? a  ab  c  abc  abc  abc  abc  abc
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表4 深さ0.0-5.0cmにおける全窒素含量（TN，％）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.37 0.29 0.34 0.32 0.30 0.29 0.28 0.30 0.311 －
斜面上部 0.31 0.30 0.31 0.30 0.29 0.34 0.27 0.31 0.304 －
斜面中部 0.29 0.34 0.29 0.29 0.34 0.28 0.30 0.33 0.308 －
斜面下部 0.36 0.26 0.26 0.26 0.32 0.31 0.26 0.32 0.294 －
斜面最下部 0.32 0.26 0.30 0.23 0.36 0.37 0.26 0.26 0.295 －
平均値 0.330 0.290 0.300 0.280 0.322 0.318 0.274 0.304 0.3023
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表5 深さ7.5-12.5cmにおける全窒素含量（TN，％）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.32 0.29 0.31 0.30 0.22 0.28 0.31 0.26 0.286 －
斜面上部 0.26 0.28 0.30 0.29 0.29 0.27 0.25 0.25 0.274 －
斜面中部 0.24 0.33 0.23 0.25 0.25 0.29 0.30 0.27 0.270 －
斜面下部 0.28 0.26 0.20 0.26 0.26 0.31 0.28 0.25 0.263 －
斜面最下部 0.30 0.25 0.24 0.25 0.28 0.32 0.27 0.24 0.269 －
平均値 0.280 0.282 0.256 0.270 0.260 0.294 0.282 0.254 0.2723
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
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付表6 深さ15－20cmにおける全窒素含量（TN，％）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.27 0.31 0.25 0.31 0.27 0.29 0.28 0.30 0.285 －
斜面上部 0.30 0.29 0.22 0.27 0.24 0.29 0.29 0.29 0.274 －
斜面中部 0.29 0.36 0.18 0.22 0.29 0.30 0.30 0.24 0.273 －
斜面下部 0.27 0.22 0.22 0.29 0.29 0.29 0.23 0.26 0.259 －
斜面最下部 0.34 0.24 0.24 0.24 0.26 0.27 0.28 0.27 0.268 －
平均値 0.294 0.284 0.222 0.266 0.270 0.288 0.276 0.272 0.2715
有意差? a  ab  b  ab  ab  ab  ab  ab
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表7 深さ0.0-5.0cmにおける炭素／窒素比（C/N，g/g）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 11.6 12.8 11.5 10.6 12.3 11.1 12.5 12.3 11.8 －
斜面上部 12.1 11.9 12.9 11.8 11.6 11.2 12.7 9.9 11.8 －
斜面中部 11.6 11.2 12.2 14.5 10.5 11.4 11.9 10.8 11.8 －
斜面下部 12.0 10.7 11.5 11.6 11.8 11.1 11.6 11.1 11.4 －
斜面最下部 12.6 12.6 10.1 13.0 11.6 11.6 12.4 12.7 12.1 －
平均値 12.0 11.8 11.6 12.3 11.6 11.3 12.2 11.4 11.77
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表8 深さ7.5-12.5cmにおける炭素／窒素比（C/N，g/g）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 10.6 12.0 10.7 10.0 11.8 10.4 10.3 11.6 10.9 －
斜面上部 11.4 12.2 11.0 10.6 10.6 11.0 12.3 11.4 11.3 －
斜面中部 11.8 10.2 11.8 11.5 10.9 11.1 10.4 11.0 11.1 －
斜面下部 11.1 10.5 12.2 11.2 11.6 9.8 10.0 11.2 11.0 －
斜面最下部 12.3 10.7 11.5 9.8 11.7 11.2 12.5 13.2 11.6 －
平均値 11.4 11.1 11.4 10.6 11.3 10.7 11.1 11.7 11.18
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表9 深さ15-20cmにおける炭素／窒素比（C/N，g/g）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 11.8 12.5 12.5 11.0 9.9 11.0 11.4 10.9 11.4 －
斜面上部 10.0 11.6 12.4 11.8 10.7 10.2 10.8 9.9 10.9 －
斜面中部 10.5 10.0 12.6 12.5 9.7 9.8 10.7 12.1 11.0 －
斜面下部 14.0 11.7 11.0 9.5 10.0 10.8 11.7 10.6 11.2 －
斜面最下部 10.7 12.1 11.3 10.8 10.6 12.8 11.6 11.8 11.5 －
平均値 11.4 11.6 12.0 11.1 10.2 10.9 11.2 11.1 11.18
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表10 深さ0.0-5.0cmにおける陽イオン交換容量（CEC，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 24.3 23.0 21.9 20.3 21.6 23.1 22.6 21.0 22.23 ｂ
斜面上部 23.0 22.8 22.0 20.9 21.5 21.7 23.7 21.6 22.15 ｂ
斜面中部 23.7 24.8 22.1 20.6 21.3 21.2 23.1 23.4 22.53 ｂ
斜面下部 25.9 22.5 21.1 20.5 24.8 25.8 21.8 25.4 23.48 ｂ
斜面最下部 29.2 23.9 21.1 24.3 28.7 29.9 25.2 27.1 26.18 ａ
平均値 25.22 23.40 21.64 21.32 23.58 24.34 23.28 23.70 23.31




無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 24.3 23.2 21.1 19.2 19.8 22.3 22.4 21.1 21.68 ｂ
斜面上部 23.5 22.6 21.5 20.8 19.8 21.7 23.0 21.4 21.79 ｂ
斜面中部 23.7 23.7 19.8 20.8 20.1 21.4 22.3 21.7 21.69 ｂ
斜面下部 24.9 23.2 20.7 19.8 24.1 23.2 22.5 24.0 22.80 ｂ
斜面最下部 29.7 22.6 21.1 21.4 26.2 30.6 24.6 26.5 25.34 ａ
平均値 25.22 23.06 20.84 20.40 22.00 23.84 22.96 22.94 22.66
有意差? a  abc  bc  c  abc  ab  abc  abc
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表12 深さ15-20cmにおける陽イオン交換容量（CEC，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 24.6 22.7 20.5 18.8 19.3 23.2 17.8 21.8 21.09 ｂ
斜面上部 24.8 23.1 21.8 21.5 19.9 20.5 21.6 19.2 21.55 ｂ
斜面中部 22.6 23.5 18.0 20.0 20.9 23.3 22.3 22.1 21.59 ｂ
斜面下部 25.3 22.9 20.8 21.2 22.7 23.9 21.4 23.8 22.75 ab
斜面最下部 28.7 23.7 21.4 23.8 27.2 22.3 24.7 26.6 24.80 ａ
平均値 25.20 23.18 20.50 21.06 22.00 22.64 21.56 22.70 22.36
有意差? a  ab  b  b  ab  ab  b  ab
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表13 深さ0.0-5.0cmにおける交換性カルシウム（Ex.Ca，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 16.0 10.4 9.9 9.6 9.7 18.3 10.6 12.2 12.1 ｂ
斜面上部 15.1 12.6 13.0 12.7 12.1 11.3 11.1 11.7 12.5 ab
斜面中部 15.1 13.5 12.0 10.6 10.4 10.3 10.0 11.1 11.6 ｂ
斜面下部 16.4 13.1 12.9 11.1 13.4 13.5 11.2 12.3 13.0 ab
斜面最下部 17.2 13.2 12.1 13.7 17.6 16.9 12.7 15.2 14.8 ａ
平均値 16.0 12.6 12.0 11.5 12.6 14.1 11.1 12.5 12.80
有意差? a  ab  b  b  ab  ab  b  ab
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表14 深さ7.5-12.5cmにおける交換性カルシウム（Ex.Ca，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 17.8 12.9 11.3 9.3 10.9 20.1 12.9 12.3 13.44 ab
斜面上部 16.3 12.4 13.6 13.8 11.3 12.1 12.3 12.5 13.04 ｂ
斜面中部 15.7 13.9 12.3 12.7 11.5 11.5 11.0 11.5 12.51 ｂ
斜面下部 15.4 14.8 12.5 11.7 13.3 14.1 12.8 10.8 13.18 ｂ
斜面最下部 19.3 15.4 13.1 13.1 16.9 18.6 14.9 15.4 15.84 ａ
平均値 16.9 13.9 12.6 12.1 12.8 15.3 12.8 12.5 13.60
有意差? a  ab  b  b  b  ab  b  b
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表15 深さ15-20cmにおける交換性カルシウム（Ex.Ca，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 18.8 12.2 11.1 10.2 10.8 22.2 11.2 13.1 13.7 －
斜面上部 15.9 12.6 13.6 14.8 11.4 12.5 11.7 10.9 12.9 －
斜面中部 13.7 14.9 11.9 11.9 11.3 12.1 10.6 11.9 12.3 －
斜面下部 14.7 14.4 11.8 12.8 13.7 13.1 12.9 13.2 13.3 －
斜面最下部 18.7 14.6 12.8 15.2 19.1 12.0 14.7 16.1 15.4 －
平均値 16.4 13.7 12.2 13.0 13.3 14.4 12.2 13.0 13.53
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
澤 本 卓 治・他50
付表16 深さ0.0-5.0cmにおける交換性マグネシウム（Ex.Mg，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 1.86 3.01 2.05 2.00 2.13 1.03 2.10 1.94 2.015 －
斜面上部 2.00 2.37 2.19 1.88 2.10 2.20 2.09 2.46 2.161 －
斜面中部 2.02 2.66 2.55 1.53 1.90 1.60 1.68 2.10 2.005 －
斜面下部 2.02 2.08 2.00 1.54 1.94 2.12 1.70 2.23 1.954 －
斜面最下部 2.41 2.47 1.97 2.18 2.80 2.12 1.69 2.56 2.275 －
平均値 2.06 2.52 2.15 1.83 2.17 1.81 1.85 2.26 2.082
有意差? ab  a  ab  b  ab  b  b  ab
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表17 深さ7.5-12.0cmにおける交換性マグネシウム（Ex.Mg，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 1.75 2.01 1.25 1.26 1.31 1.73 1.41 1.54 1.533 ｂ
斜面上部 1.77 1.90 1.33 1.28 1.32 1.24 1.31 1.51 1.458 ｂ
斜面中部 1.74 2.00 1.27 1.24 1.30 1.88 1.33 1.76 1.565 ab
斜面下部 1.81 1.81 1.49 1.39 1.64 1.61 1.58 1.31 1.580 ab
斜面最下部 1.84 1.81 1.40 1.63 1.67 2.59 1.72 2.11 1.846 ａ
平均値 1.78 1.91 1.35 1.36 1.45 1.81 1.47 1.65 1.596
有意差? abc  a  d  d  bcd  ab  bcd  abcd
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表18 深さ15-20cmにおける交換性マグネシウム（Ex.Mg，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 1.84 1.50 1.22 1.15 1.28 1.15 1.56 1.52 1.403 ａ
斜面上部 1.80 1.66 1.22 1.16 1.13 1.27 1.29 1.65 1.398 ａ
斜面中部 1.57 1.73 1.17 1.13 1.30 1.29 1.41 1.56 1.395 ａ
斜面下部 1.76 1.43 1.48 1.44 1.47 1.68 1.84 1.66 1.595 ａ
斜面最下部 1.71 1.59 1.24 1.68 1.80 2.70 1.27 1.84 1.729 ａ
平均値 1.74 1.58 1.27 1.31 1.40 1.62 1.47 1.65 1.504
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表19 深さ0.0-5.0cmにおける交換性カリウム（Ex.K，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.34 0.47 0.27 0.32 0.41 0.38 0.41 0.52 0.390 ｂ
斜面上部 0.44 0.32 0.60 0.23 0.45 0.50 0.38 0.49 0.426 ab
斜面中部 0.33 0.84 0.49 0.26 0.67 0.40 0.29 0.55 0.479 ab
斜面下部 0.41 0.38 0.45 0.26 0.45 0.46 0.30 0.62 0.416 ｂ
斜面最下部 0.41 0.85 0.46 0.43 0.95 0.86 0.37 0.59 0.615 ａ
平均値 0.386 0.572 0.454 0.300 0.586 0.520 0.350 0.554 0.4653
有意差? abc  ab  abc  c  a  abc  abc  abc
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表20 深さ7.5-12.5cmにおける交換性カリウム（Ex.K，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.26 0.24 0.22 0.17 0.20 0.21 0.22 0.30 0.228 ab
斜面上部 0.35 0.20 0.13 0.13 0.17 0.17 0.15 0.26 0.195 ｂ
斜面中部 0.27 0.22 0.12 0.09 0.16 0.22 0.17 0.22 0.184 ｂ
斜面下部 0.31 0.19 0.13 0.18 0.26 0.24 0.22 0.24 0.221 ab
斜面最下部 0.28 0.23 0.16 0.14 0.39 0.32 0.26 0.39 0.271 ａ
平均値 0.29 0.22 0.15 0.14 0.24 0.23 0.20 0.28 0.220




無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.34 0.19 0.24 0.11 0.18 0.26 0.20 0.41 0.241 －
斜面上部 0.36 0.24 0.15 0.17 0.13 0.13 0.15 0.32 0.206 －
斜面中部 0.24 0.25 0.16 0.19 0.14 0.24 0.22 0.21 0.206 －
斜面下部 0.41 0.19 0.24 0.16 0.12 0.22 0.38 0.39 0.264 －
斜面最下部 0.29 0.20 0.20 0.24 0.25 0.58 0.22 0.46 0.305 －
平均値 0.33 0.21 0.20 0.17 0.16 0.29 0.23 0.36 0.245
有意差? ab  ab  ab  b  b  ab  ab  a
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表22 深さ0.0-5.0cmにおける交換性ナトリウム（Ex.Na，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.18 0.20 0.22 0.11 0.13 0.15 0.13 0.11 0.154 －
斜面上部 0.14 0.12 0.25 0.19 0.19 0.21 0.21 0.12 0.179 －
斜面中部 0.23 0.18 0.26 0.25 0.15 0.18 0.16 0.18 0.199 －
斜面下部 0.21 0.16 0.21 0.20 0.15 0.26 0.18 0.16 0.191 －
斜面最下部 0.22 0.13 0.18 0.20 0.22 0.24 0.23 0.17 0.199 －
平均値 0.20 0.16 0.22 0.19 0.17 0.21 0.18 0.15 0.184
有意差? ab  ab  a  ab  ab  ab  ab  b
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表23 深さ7.5-12.5cmにおける交換性ナトリウム（Ex.Na，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.12 0.18 0.14 0.17 0.17 0.20 0.14 0.07 0.149 ｂ
斜面上部 0.12 0.20 0.20 0.12 0.17 0.22 0.21 0.20 0.180 ab
斜面中部 0.16 0.16 0.24 0.19 0.17 0.24 0.19 0.16 0.189 ab
斜面下部 0.13 0.11 0.17 0.14 0.26 0.19 0.17 0.12 0.161 ab
斜面最下部 0.19 0.18 0.18 0.21 0.28 0.21 0.20 0.19 0.205 ａ
平均値 0.14 0.17 0.19 0.17 0.21 0.21 0.18 0.15 0.177
有意差? a  a  a  a  a  a  a  a
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表24 深さ15-20cmにおける交換性ナトリウム（Ex.Na，cmol?/kg）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 0.12 0.15 0.21 0.12 0.15 0.09 0.14 0.12 0.138 －
斜面上部 0.14 0.16 0.21 0.18 0.19 0.13 0.14 0.12 0.159 －
斜面中部 0.10 0.16 0.19 0.12 0.22 0.22 0.13 0.14 0.160 －
斜面下部 0.17 0.13 0.21 0.14 0.14 0.14 0.15 0.12 0.150 －
斜面最下部 0.13 0.17 0.14 0.25 0.26 0.31 0.14 0.11 0.189 －
平均値 0.13 0.15 0.19 0.16 0.19 0.18 0.14 0.12 0.159
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表25 深さ0.0-5.0cmにおける塩基飽和度（BS，％）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 75.6 61.3 56.6 59.3 57.3 85.7 58.8 70.2 65.60 －
斜面上部 77.1 67.6 72.8 72.1 69.1 65.6 58.2 68.3 68.85 －
斜面中部 74.7 69.3 69.2 61.4 61.6 58.9 52.7 59.4 63.40 －
斜面下部 73.4 69.8 74.0 63.9 64.3 63.4 61.1 60.4 66.29 －
斜面最下部 69.3 69.5 69.6 67.7 75.0 67.4 59.5 68.2 68.28 －
平均値 74.02 67.50 68.44 64.88 65.46 68.20 58.06 65.30 66.483
有意差? a  ab  ab  ab  ab  ab  b  ab
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
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付表27 深さ15-20cmにおける塩基飽和度（BS，％）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 85.8 62.1 62.4 61.3 64.1 102.4 73.6 69.5 72.65 －
斜面上部 73.3 63.4 69.4 75.9 64.6 68.2 61.3 67.7 67.98 －
斜面中部 68.9 72.6 74.8 66.8 61.7 59.4 55.4 62.3 65.24 －
斜面下部 67.3 70.3 65.9 68.6 68.1 63.4 71.2 64.7 67.44 －
斜面最下部 72.7 69.7 67.1 73.2 78.7 70.0 66.2 69.6 70.90 －
平均値 73.60 67.62 67.92 69.16 67.44 72.68 65.54 66.76 68.840
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
付表26 深さ7.5-12.5cmにおける塩基飽和度（BS，％）。
無施用区ａ 堆肥区ａ 消化液区ａ 化肥区ａ 堆肥区ｂ 消化液区ｂ 化肥区ｂ 無施用区ｂ 平均値 有意差?
斜面最上部 81.9 66.0 61.2 56.7 63.7 99.4 65.3 67.6 70.23 －
斜面上部 78.7 65.2 70.9 73.6 65.3 63.3 60.9 67.5 68.18 －
斜面中部 75.2 68.9 70.3 68.3 65.0 64.9 56.7 62.7 66.50 －
斜面下部 71.0 72.8 69.2 67.8 64.3 69.5 65.5 52.2 66.54 －
斜面最下部 73.0 77.8 70.3 70.4 73.5 71.2 69.6 68.5 71.79 －
平均値 75.96 70.14 68.38 67.36 66.36 73.66 63.60 63.70 68.645
有意差? － － － － － － － －
♯ 二元分散分析において，有意性が認められた要因に対して，Tukeyの多重比較の結果を示した。同符号間には有意差がないことを示す。
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